
世
界
の
研
究
者
が
川
崎
市
の
ナ

ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
）
に
集
ま
っ
て

い
る
。
誘
引
す
る
の
は
、
片
岡
一

則
セ
ン
タ
ー
長
（
東
京
大
学
特
任

教
授
）
が
開
発
し
た
ウ
イ
ル
ス
サ

イ
ズ
の
粒
子
「
ス
マ
ー
ト
ナ
ノ
マ

シ
ン
」。医
薬
品
や
医
療
デ
バ
イ

ス
、
診
断
に
応
用
す
る
研
究
開
発

が
進
み
、
実
用
化
も
近
付
い
て
き

た
。
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
の
中
核
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
研

究
ゴ
ー
ル
「
体
内
病
院
」
へ
と
結

実
す
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
独
自
の

進
化
に
挑
み
続
け
て
い
る
。

世
界
最
高
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
の
集
積
に
取
り
組
む
川
崎

市
殿
町
地
区
「
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ

ロ
ン
ト
」。そ
の
中
心
的
役
割
を
担

う
の
が
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
だ
。
２
０
１

５
年
に
運
用
を
開
始
し
、
産
官
学

の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
体

制
の
も
と
、
革
新
的
医
療
の
実
現

を
目
指
す
。
国
境
を
越
え
た
多
様

な
人
材
・
技
術
の
交
流
を
研
究
加

速
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
、
外
国
人
研

究
者
は
３
割
を
占
め
る
。
２２
年
に

は
公
用
語
を
英
語
に
す
る
。

ミ
ク
ロ
サ
イ
ズ
の
潜
航
艇
に
乗

り
こ
ん
だ
特
殊
医
療
部
隊
が
体
内

に
入
り
込
み
、
要
人
を
病
か
ら
救

う
�
�
。
半
世
紀
前
に
流
行
し
た

Ｓ
Ｆ
映
画
「
ミ
ク
ロ
の
決
死
圏
」

さ
な
が
ら
の
世
界
を
現
実
の
も
の

と
す
る
の
が
ス
マ
ー
ト
ナ
ノ
マ
シ

ン
。
生
体
適
合
ポ
リ
マ
ー
で
作
る

ウ
イ
ル
ス
サ
イ
ズ
の
２
層
構
造
粒

子
で
、
内
殻
に
搭
載
す
る
機
能
分

子
を
変
え
る
こ
と
で
、
体
内
を
巡

視
す
る
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
必
要
に
応

じ
て
治
療
や
診
断
を
行
う
。
片
岡

セ
ン
タ
ー
長
が
「
体
内
病
院
」
と

呼
ぶ
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
の
ゴ
ー
ル
だ
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
生
ま
れ
、

豪
州
の
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
メ
デ

ィ
シ
ナ
ル
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
の
博

士
号
を
取
得
し
た
サ
ビ
ー
ナ
・
ク

ア
ー
ダ
さ
ん
も
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
惹

か
れ
た
外
国
人
研
究
者
の
一
人
。

大
学
で
薬
物
送
達
技
術
を
用
い
た

結
核
の
治
療
法
を
研
究
す
る
な

か
、
材
料
工
学
を
駆
使
す
る
ナ
ノ

マ
シ
ン
の
研
究
に
触
れ
「
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
の
広
が
る
、
ま
さ
し
く

や
り
た
い
テ
ー
マ
だ
」
と
触
発
を

受
け
、
片
岡
氏
に
Ｅ
メ
ー
ル
を
送

っ
た
。

来
日
し
て
８
年
半
、
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｍ
片
岡
・
喜
納
ラ
ボ
で
主
任
研
究

員
に
就
く
サ
ビ
ー
ナ
さ
ん
が
研
究

す
る
の
は
手
術
で
取
り
除
く
の
が

困
難
な
脳
腫
瘍
の
一
種
、
神
経
膠

芽
腫
に
対
す
る
薬
物
療
法
。
基
礎

研
究
で
抗
が
ん
作
用
を
確
認
し
、

非
臨
床
試
験
の
段
階
に
こ
ぎ
着
け

た
。
今
後
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立

や
製
薬
企
業
と
の
連
携
を
図
り
臨

床
応
用
を
目
指
す
。「
が
ん
で
亡
く

な
る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
」。体

内
病
院
の
実
現
で
叶
え
た
い
サ
ビ

ー
ナ
さ
ん
の
夢
だ
。

「
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
は
最
新
設
備
が

整
う
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
の
出

身
国
は
多
様
で
刺
激
も
多
い
」
と

研
究
生
活
は
順
調
だ
が
、
来
日
前

は
日
本
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
考
え
方
に
懸
念
も
あ
っ
た
。

夫
と
２
歳
の
娘
の
３
人
で
来
日
し

た
サ
ビ
ー
ナ
さ
ん
の
最
優
先
は

「
母
で
あ
る
こ
と
」。労
働
時
間
で

は
な
く
研
究
成
果
や
論
文
を
評
価

軸
と
す
る
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
の
方
針
は

日
本
で
の
生
活
を
後
押
し
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
情
報
伝
達
や
申
請

書
類
を
日
英
で
対
応
し
、
外
国
人

研
究
者
が
働
き
や
す
い
工
夫
に
感

謝
し
て
い
る
。

ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
設
立
の
４
年
前
、

入
居
機
関
が
ま
ば
ら
だ
っ
た
キ
ン

グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
は
い
ま
、
所

狭
し
と
産
官
学
の
研
究
機
関
が
立

ち
並
ぶ
。
１７
年
に
移
転
し
て
き
た

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
は

レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の

側
面
で
体
内
病
院
の
実
現
に
最
良

の
相
談
相
手
だ
。
来
年
は
多
摩
川

を
挟
ん
で
羽
田
空
港
へ
と
橋
が
架

か
り
、「
国
内
外
の
研
究
機
関
と
つ

な
が
る
こ
と
で
開
発
が
一
層
加
速

す
る
」。

「
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
は

革
新
的
医
療
に
焦
点
を
当
て
る
ユ

ニ
ー
ク
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
拠
点
。
革
新
的
ハ
ブ
に
な
る

可
能
性
を
秘
め
る
」
と
サ
ビ
ー
ナ

さ
ん
。「
世
界
に
秀
で
る
に
は
次
の

１０
年
が
極
め
て
重
要
」
と
も
語
る
。

「
研
究
成
果
や
ア
イ
デ
ア
を
精
力

的
に
発
信
し
、
存
在
感
を
一
段
と

高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」。

ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ

主
任
研
究
員

来日８年半、母と研究者を両立

サ
ビ
ー
ナ
・
ク
ア
ー
ダ

国籍や専門性の枠を超えたメンバーで合宿。英語での
ワークショップを通して絆を深める

↑ ↑ ↑
エコシステムについて学ぶ
シンポジウム参加受付中

記事広告

ナ
ノ
マ
シ
ン
で
脳
腫
瘍
治
療


